
 

１１  一一人人
ひ と り

11台台
だい

のの学学習習者者用用
がくしゅうしゃよう

端端末末
たんまつ

  

都都
と

立立
りつ

高高等等学学校校
こうとうがっこう

のの生生
せい

徒徒
と

はは、、 入入 学学
にゅうがく

時時
じ

にに一一人人
ひ と り

１１台台
だい

のの学学習習者者用用
がくしゅうしゃよう

端端末末
たんまつ

（（ススママーートト・・ススククーールル端端末末
たんまつ

））をを 購購 入入
こうにゅう

しし、、

毎毎日日
まいにち

のの学学 習習
がくしゅう

やや学学校校
がっこう

ととのの連連絡絡
れんらく

ななどど、、高高校校
こうこう

生生活活
せいかつ

にに不不可可
ふ か

欠欠
けつ

ななツツーールルととししてて使使
つか

いいまますす。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都都
と

立立
りつ

高高等等学学校校
こうとうがっこう

へへのの入入学学
にゅうがく

にに当当
あ

たたりり、、学学習習者者用用
がくしゅうしゃよう

端端末末
たんまつ

をを購購入入
こうにゅう

ししてていいたただだききまますす！！ 
 

都
と

立
りつ

高等学校
こうとうがっこう

では、教育
きょういく

活動
かつどう

のあらゆる場
ば

面
めん

において、高校
こうこう

段階
だんかい

の学
まな

びにふさわしい生
せい

徒
と

所有
しょゆう

の一人
ひ と り

１台
だい

端末
たんまつ

を活用
かつよう

することにより、一人
ひ と り

一人
ひ と り

の 力
ちから

を最大限
さいだいげん

に伸
の

ばしていきます。 
 

・原則
げんそく

として、入学
にゅうがく

時
じ

に学校
がっこう

が指
し

定
てい

する端末
たんまつ

を、保護
ほ ご

者
しゃ

の皆様
みなさま

に購入
こうにゅう

していただきます。 

・令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

入学生
にゅうがくせい

に対
たい

する購入
こうにゅう

費
ひ

用
よう

への支
し

援
えん

は以下
い か

のとおりです。 

 〈参考
さんこう

〉令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

入学生
にゅうがくせい

向
む

け保護
ほ ご

者
しゃ

負
ふ

担
たん

軽減
けいげん

内容
ないよう

 

     ・保護
ほ ご

者
しゃ

負
ふ

担
たん

定額
ていがく

補
ほ

助
じょ

 （対象
たいしょう

：全
ぜん

世
せ

帯
たい

） 
      保護

ほ ご

者
しゃ

の負
ふ

担
たん

額
がく

が定額
ていがく

（３万円
まんえん

）となる支
し

援
えん

 

（端末
たんまつ

代金
だいきん

－補
ほ

助額
じょがく

＝保護
ほ ご

者
しゃ

負
ふ

担
たん

（３万円
まんえん

）） 

・多子
た し

世
せ

帯
たい

補
ほ

助
じょ

 （対象
たいしょう

：令
れい

和
わ

４年
ねん

４月
がつ

１
つい

日
たち

現在
げんざい

、扶
ふ

養
よう

する 
２３歳

さい

未
み

満
まん

の子
こ

等
とう

が３人
にん

以
い

上
じょう

いる世
せ

帯
たい

） ※※所所得得
しょとく

制制限限
せいげん

ははあありりまませせんん。。  
 保護

ほ ご

者
しゃ

負
ふ

担
たん

額
がく

（定額
ていがく

＝３万円
まんえん

）の２分
ぶん

の１を支
し

援
えん

 
・ 給

きゅう

付
ふ

型
がた

奨学
しょうがく

金
きん

（端末
たんまつ

購入
こうにゅう

補
ほ

助
じょ

）（対象
たいしょう

： 給
きゅう

付
ふ

型
がた

奨学
しょうがく

金
きん

対象
たいしょう

世
せ

帯
たい

） 
給

きゅう

付
ふ

型
がた

奨学
しょうがく

金
きん

を端末
たんまつ

購入
こうにゅう

費
ひ

用
よう

に充
あ

て、保護
ほ ご

者
しゃ

負
ふ

担
たん

額
がく

が 生
しょう

じないように支
し

援
えん

 
（※ 給

きゅう

付
ふ

型
がた

奨学
しょうがく

金
きん

については３４ページをご参照
さんしょう

ください。） 
 

令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

入学生
にゅうがくせい

向
む

けの詳細
しょうさい

は、 情
じょう

報
ほう

教
きょう

育
いく

ポータルサイト「とうきょうの情報
じょうほう

教育
きょういく

」や都
と

立
りつ

高校
こうこう

合同
ごうどう

説明会
せつめいかい

等
とう

で、随
ずい

時
じ

お知
し

らせします。 

【問
とい

合
あわ

せ先
さき

】 

 東京
とうきょう

都
と

教 育 庁
きょういくちょう

総
そう

務部
む ぶ

教育
きょういく

政策
せいさく

課
か

  電
でん

話
わ

 ０３（５３２０）７４７７（直通
ちょくつう

） 
 

情 報
じょうほう

教 育
きょういく

ポータルサイト「とうきょうの情 報
じょうほう

教 育
きょういく

」 

東 京
とうきょう

スマート・スクール・プロジェクト 

 

https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/smart_school.html  

 授 業
じゅぎょう

で使
し

用
よう

する資
し

料
りょう

の配
はい

布
ふ

やレポートの提 出
ていしゅつ

はスマー

ト・スクール端末
たんまつ

を通
とお

して 行
おこな

われます。学校
がっこう

からの連絡
れんらく

、

委
い

員会
いんかい

や部
ぶ

活動
かつどう

の情 報
じょうほう

交換
こうかん

などにおいても使
つか

われます。 

 自
じ

宅
たく

では、 授 業
じゅぎょう

で課
か

されたレポートや、 自
みずか

らテーマを

設定
せってい

する課
か

題
だい

研 究
けんきゅう

の論文
ろんぶん

などに取
と

り組
く

むために使
し

用
よう

しま

す。調
しら

べたことを発 表
はっぴょう

するための資
し

料
りょう

を 整
ととの

えたり、スラ

イドを作成
さくせい

したりすることもあるでしょう。 

 スマート・スクール端末
たんまつ

は、生
せい

徒
と

自
じ

身
しん

が管
かん

理
り

するもので

す。使
つか

いやすくなるよう、自
じ

分
ぶん

の端末
たんまつ

をカスタマイズする

ことができます。勉 強
べんきょう

に役
やく

立
だ

つものなど、必要
ひつよう

なアプリ・

ソフトウェアをインストールできます。 

 この端末
たんまつ

は、都
と

立
りつ

高等学校
こうとうがっこう

の生
せい

徒
と

にとって、高校
こうこう

生活
せいかつ

を

充 実
じゅうじつ

させるマストアイテムです。 
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11  OOnnee  TTaabblleett  ffoorr  EEaacchh  SSttuuddeenntt  ffoorr  EEdduuccaattiioonnaall  UUssee  
 
Students of Tokyo metropolitan high school purchase one tablet for educational use (smart school tablet) 
at the time of admission and use it as a tool indispensable for daily learning and communication at high 
schools.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

AAllll  ssttuuddeennttss  wwiillll  nneeeedd  ttoo  ppuurrcchhaassee  tthhee  ttaabblleett  ffoorr  eedduuccaattiioonnaall  uussee  aatt  tthhee  ttiimmee  ooff  aaddmmiissssiioonn!!  
Tokyo metropolitan high schools will maximize the ability of each and every student by utilizing the 
tablet that each student will have, which is suitable for learning in all aspects of high school educational 
activities. 

 
- In principle, all parents are required to purchase the tablet designated by the school at the time of 
admission. 
- The following is the financial support provided for the purchase of the 
tablet 
 to the students enrolled in AY2022.. 

 <Reference>  
Financial supports for reducing the burden on parents of students enrolled 
in AY2022 
- Support for parents so that they pay only a fixed amount (available to all 

households) 
Subsidy was provided to parents so that they pay only a fixed amount (30,000 yen.) 
(The price of the tablet − subsidy amount = parent’s expenditure (30,000 yen)) 

-  Multi-child household assistance (available to households with 3 or more children under the age of 
23 as of April 1, 2022)  *There is no income limit. 
Subsidizing half of the fixed amount (= 30,000 yen) which should be borne by parents 

-  “Scholarship with no repayment” for tablet purchase assistance (available to households eligible for 
the Scholarship with no repayment) 
Allocate the Scholarship with no repayment to the cost of purchasing the tablet so that there will be 
no parents’ burden. (* Please refer to page 34 for Scholarship with no repayment.) 

Detailed information for students enrolled in AY2023 will be announced in the portal site “Tokyo 
Information Education“ and joint information meetings of Tokyo metropolitan high schools as things 
progress. 

【Contact Information】 
Tokyo Metropolitan Office of Education, General Affairs Division, Education Policy Section  
Phone: 03-5320-7477 (Direct line）  

Information Education Portal Site “Tokyo Information Education” 
“Tokyo Smart School Project” 

 

https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/smart_school.html  

This smart school tablet will be used by schools to distribute the 
material for classes and by students to submit reports. It is also 
used for communication between schools and students and for 
information exchange in committees and club activities. 
At home, students can use it to work on reports assigned during 
classes and the research papers for which they set their own 
theme. Also, students may want to arrange the material of what 
they have researched or create slides for presentation. 

The smart school tablet should be managed by the students 
themselves. They can customize it by installing various apps and 
software useful for studying in order to make it easier for them to 
use. 
This tablet is a must-have item for students at Tokyo metropolitan 
high schools to enrich their high school life. 
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